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■イベント
つきいちアート５月
「中村恭子さんによるギャラリートーク」　
日時：５月３日（火・祝）14：00-15：00　
定員・申込：30名　諏訪市美術館まで申込　　　　　　　
会場：諏訪市美術館　　　　　  　
参加料：入館料のみ

つきいちアート６月
「絵の具で絵はがきを描こう！」
日時：６月12日（日）14：00-15：30　
定員•申込：８名　諏訪市美術館まで申込
会場：諏訪市公民館　　　　　　
参加料：100円

学芸員によるギャラリートーク
日時：５月21日（土）14：00-14：30　
定員・申込：15名　諏訪市美術館まで申込
会場：諏訪市美術館　
参加料：入館料のみ

おはなし鑑賞会
日時：６月26日（日）14：00-15：00 
定員・申込：15名　諏訪市美術館まで申込
会場：諏訪市美術館　        
参加料：入館料のみ

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
　イベント内容が変更・中止となる場合がございます。

特集展示　中村恭子日本画作品展　

２０２２年４月２９日（金・祝）
　　　　　　-７月３日（日）

同時開催　
収蔵作品展  諏訪と御柱

■略歴
1981年　長野県諏訪郡下諏訪町 生まれ。
2005年   東京藝術大学美術学部絵画科日本画専攻 卒業。
2010年　同大学院美術研究科美術専攻日本画研究領域
　　　　 博士課程修了 博士（美術）取得。
現在、九州大学大学院芸術工学研究院．助教、東京外国語大学
アジア・アフリカ言語文化研究所．フェロー、早稲田大学総合研究所．
招聘研究員。
作家WEBサイト：http://www.kyokonakamura．jp/

脱創造する御柱

寅と申の年に諏訪地方で行われる御柱祭は、山から
切り出した巨木を氏子たちが曳き、社殿の四隅に建て
るというお祭です。１２００年以上連綿と受け継がれて
いますが、なぜ行うかは分かっておらず、どう行うかだ
けが伝えられています。
創造とは、これまでにない新しいものを作ることです。
これまでにないもの、自分が知らない向こう側のものを
作るという一見して矛盾する問題から、本展では創造
行為とは何かをテーマに、御柱祭に創造の秘密を見
出し制作した屏風絵作品を中心に紹介します。
知覚できない外部との境界の間をめぐり、制作を続け
る中村恭子の世界をどうぞご覧ください。

《御柱図絵屏風》四曲一隻屏風 絹本彩色 2019 年

《脱色の街‒アニミータ》一幅 絹本彩色 2020 年

至 茅野至  岡谷 JR 上諏訪駅

諏訪市美術館
片倉館

諏訪 IC
諏訪湖畔公園前

上川大橋

南神戸

諏訪湖

■近年の展覧会
2022年　中村恭子日本画作品展「書割少女」
　　　　（新潟大学旭町学術資料展示館/新潟）
2022年　中村恭子・郡司ペギオ幸夫展
　　　　「立ち尽くす前縁・立ち尽くされた境界」
　　　　（art space kimura ASK?/東京）

あわい

れんめん

おんばしらさい
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